
一般会計

円

未収入特定財源

備考　：　決算書の翌年度繰越額と本調書「４ 翌年度へ繰り越すべき財源」との差額は、未収入特定財源である。

1,401,916,000 円 921,762,000 円

翌年度へ繰り越すべき財源

－ ＝

翌年度繰越額

480,154,000 円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

905,695,000

16,067,000

921,762,000

3,773,770,803

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

4,695,532,803

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

183,096,192,168

178,400,659,365

歳 入 総 額

歳 出 総 額



国民健康保険特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

436,018,665

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

436,018,665

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

38,590,745,297

38,154,726,632

歳 入 総 額

歳 出 総 額



介護保険特別会計

円

1

2

金 額

27,781,331,524

26,531,936,971

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

1,249,394,553

0

歳 入 歳 出 差 引 額

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

1,249,394,5535

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4



後期高齢者医療特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

22,574,749

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

22,574,749

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

8,157,477,190

8,134,902,441

歳 入 総 額

歳 出 総 額


	区一 (未収金あり)
	国保
	介護
	後期

